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マタイ 13.：.31 - 32

13:31 イエスは、また別のたとえを彼らに示して言われた。「天の御国

は、からし種のようなものです。それを取って、畑に蒔くと、

13:32 どんな種よりも小さいのですが、生長すると、どの野菜よりも

大きくなり、空の鳥が来て、その枝に巣を作るほどの木に

なります。」

マルコ 4.：.26 - 29

4:26 また言われた。「神の国は、人が地に種を蒔くようなもので、

4:27 夜は寝て、朝は起き、そうこうしているうちに、種は芽を出して

育ちます。どのようにしてか、人は知りません。

4:28 地は人手によらず実をならせるもので、初めに苗、次に穂、

次に穂の中に実がはいります。

4:29 実が熟すると、人はすぐにかまを入れます。収穫の時が来たか

らです。

ヨハネ 12.：.24 と 32 - 33

12:24 まことに、まことに、あなたがたに告げます。一粒の麦がもし

地に落ちて死ななければ、それは一つのままです。しかし、

もし死ねば、豊かな実を結びます。

12:32 わたしが地上から上げられるなら、わたしはすべての人を自分

のところに引き寄せます。」

12:33 イエスは自分がどのような死に方で死ぬかを示して、このこと

を言われたのである。

使徒の働き 2.：.17 - 18

2:17 『神は言われる。終わりの日に、わたしの霊をすべての人に

注ぐ。すると、あなたがたの息子や娘は預言し、青年は幻を見、

老人は夢を見る。

2:18 その日、わたしのしもべにも、はしためにも、わたしの霊を注ぐ。

すると、彼らは預言する。

ローマ 12.：.1 - 2

12:1 そういうわけですから、兄弟たち。私は、神のあわれみのゆえに、

あなたがたにお願いします。あなたがたのからだを、神に受け

入れられる、聖い、生きた供え物としてささげなさい。それこそ、

あなたがたの霊的な礼拝です。

12:2 この世と調子を合わせてはいけません。いや、むしろ、神の

みこころは何か、すなわち、何が良いことで、神に受け入れられ、

完全であるのかをわきまえ知るために、心の一新によって自分

を変えなさい。

ルカ 12.：.49

12:49 わたしが来たのは、地に火を投げ込むためです。だから、

その火が燃えていたらと、どんなに願っていることでしょう。

. 《 みことばと.の交わり 》

今日のみことばを一週間、祈り口ずさみましょう。


